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町田ターミナルプラザ完成予想図

相模原方向より展望(昭和58年10月完成)

題字は荒巻町田税務署長(版画)
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着任のご挨拶

町田法人会の皆様には、益々ご健勝のことと、

お慶び申し上げます。

私は、この度の人事異動により西川署長の後任

として当署にまいりました荒巻でございます。前

任者同様どうぞよろしくお願い申し上げます。

この 7月まで、建設省住宅局に勤務しておりま

して、住宅事情という面から町田市をながめるこ

とはあ っても、余り税金とは縁のない仕事をして

おりました。大蔵省入省以来でみましでも、税務

行政に携わるのは今回が初めてでございますが、

西川前署長はじめ諸先輩方の築かれた実績を基に

税務行政の基本である適正かつ公平な課税の実現

のために努めてまいりたいと考えております。

ご存知のように、最近における税務を取りまく

環境には、従来にない厳しいものがあります。即

ち、我が国経済が、中長期的には安定成長に移行

し、また短期的にも停滞を続ける 中で、納税者の

税に対する目は次第に厳しさを増し、適正公平な

課税の実現が、益々強く要望されるようになって

おります。このような状況の中で税務行政を預る

町田税務署

町田税務署の定期異動が、去る 7月12日付で発

令になりました。

法人会の組織や事業活動に積極的にご支援とご

指導いただきました西川署長さんはじめ幹部職員

の方々がご異動になり、西川署長は大森干財寿署に

塚本副署長は四谷税務署に、また法人の皆様には

特に関係、の深かった法源第一部門大津統括官には

荏原税務署法人部門第一統括官としてご栄転され

ました。各氏の町田法人会に寄てられましたご功

績は永く町田法人会史に深く刻まれるところであ

り、心から感謝申し上げる次第であります。

きて新署長さんには建設省より荒巻健二氏が着

町田税務署長

荒巻健二

ことになり、責任の重大さを痛感している次第で

ございます。

幸い、町田法人会は三橋会長を中心に結束も固

くまた、役員、会員の皆様が税務に対し深いご理

解ーを示され、納税道義の高揚、税知識の普及等、

法人会としての公益性に基づく会活動を活発に展

開されていると承っております。私としましでも

誠に心強く感じております。この紙面をお借りしま

して、 IIIJ団法人会の運営に力を尽されている会長

さんはじめ役員の方々に、心から敬意を表させて

いただきたいと，思います。

署といたしましては、法人会の会活動に対しま

しては、常にご支援申し上げる所存でございます

どうか皆様方におかれましても、今後とも税務行

政の円滑な運営に対し、より 一層の深いご理解と

ご協力を賜わりますようお願い申し上げます。

最後に、111]団法人会の益々のご発展と会員の皆

様方の事業のご繁栄ならびにご健勝を心から祈念

しまして、 着任の挨拶といたします。

定期異動発令

任され、副署長さんには関東信越国税局より塩井

幸雄氏が また今後一番関係の深い法源部門第一
どど

統括官には豊鳥税務署法人部門より百々善三氏

の方々がご着任になりました。ご転任になられま

した方々からょせられましたご支援とご指導に対

して重ねて厚 く御礼申し上げますと共に新たにご

着任になられました各住には前任者に倍してのお

力添えをお願い申し上げる次第でございます。

また新任者を代表して荒巻署長殿及び塩井副署

長殿よ りご着任のご挨拶をT頁載いたしましたので

本号に掲載してご報告といたします。
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ご挨拶着任の

町田税務署副署長

雄

いりました。

申すてまでもなく 納税の仕事は適正かつ公平な

謀税を行ない、納税者の方々から信頼される税務

行政の確立をすることにあります。この信頼され

る税務行政の確立を目指し、できるだけの努力を

傾ける所存でございます。

会員の・皆様におかれましては 納税道義の高揚、

企業の健全なる発展等にと、今後とも充実した会

活動を展開され、従来にも増して税務行政に対す

層のご理解とご支援を賜りますようお願い申

幸井塩

会員の皆様方には、ますますご壮健にてご活躍

のこととお慶び申し上げます。

この度の人事異動により、塚本副署長の後任と

して着任いたしました塩井でございます。

町田法人会の皆様には、常日頃か ら税務行政の

円j骨な運営につきまして、深いご理解と多大なご

協力をいただいていることを承り、誠に心強く思

うと同時に会員の皆様方のたゆみないご努力に対

し、深く敬意を表するものでございます。

私 前任は関信局直税部訟務官室に勤務してお る

し上げます。

終わりに臨み、 町田法人会のますますのご発展

と、会員の皆様の事業のご繁栄を祈念いたしまし

て着任のあいさつといたします。

りましたので 調査と裁判という両面から税務行

政を経験することができ、課税についてはもっと

納税者の理解と納得を得た公平適正な執行を考慮

しなければならないという、貴重な体験をしてま

法人税源泉所得税

第一統括官百 々介ー・令
、圃圃 主主

法人源泉部門の第一統括官として百々善三氏が、豊島税務署より、前任者大津

統括官の後任として着任されました。会員の皆様には今後一番関係のある方です

ので干見務についてのご相談等はお気軽にお出掛け下さい。
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ール新署長のプロブイ

0ーーはっきり物を云うが、短かい会話の中に

を謙虚さがうかがえ、少しも騎るところがない。

人当りのよい優しい 口調でしかも説得力があ り、

研修会等で接触した人たちの聞では大変な人気で、

特に女性の受けがいい。そこで妻の理想像は?r控

えめな純日本的な人」と現代的で、、しかも、オッ

クスフォード大学に留学した人とも思えない答え

が返ってきた。

0一一モットーは「出合いを大切に」。趣味はス

ポーツのほか映画、絵画鑑賞と幅広い。スポーツ

は特に卓球が得意で留学中もオックスフォード大

選手としてオランダに遠征したこともある。

51年大蔵省入り、 55年建設省出向。現在、渋谷

区上原 2一17一13の大蔵省富 ケ谷寮住いだが、府

中市の自宅には両親と兄、妹がいる。

一ツ橋大学法学部卒、八王子出身 30才

(この記事は武相新聞より転載)

町田税務署長になった 荒巻健二氏

。一一東京国税局内では最も若い、

税務署長。 r建設省時代に町田市についてはある

程度予備知識を持っていた。しかし、いざ着任し

てみると緑も多く、若さあふれる活力のみなぎっ

た街の印象を強くした」とい う。 r税務署という

ととかく固い感じを持たれているが、身近かな聞

かれた干見務署を、心がけたい」と抱負

O 署員に対する就任の挨拶も「署外に対し

ては接触の場の確保、 意見交換を通じて円滑な税

務行政がはかれるよう環境整備に努め、また署内

につい ては明るい職場づく りに努力したいという

ことを強調した」そう 。 とくに署内については目

上の人に自由に意見が云え、上の人も自然の形で

それが聞ける雰囲気、風通しの良い職場になれば

活気も出、ひいては市民の信頼を得ることに連が

るという 。
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(所得第 l部門) (所得第 3部 門 )

食 堂 巨百
295 

|所得2統括官
鈴木 271

|所得3統括官
村山 261
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源 泉所得税期間内 納 付 励 行

キャンベーン 展開中

源泉所得税は従業員からの「預り金」

期限内納付を確実に/

源 泉 所 得税の期限内納付は節税対策の第一歩ノ

10人未満の事業所は 納期の特令申請を/

従業員や役員の毎月の給料から控除している、

源泉所得税は、法人にとっては「預り金」です。

これは、支払いの日の翌月 10日(納期の特令の

場合には、毎年 7月10日と 翌年の 1月10日)まで

に税務署に納付することになっています。

ところが 「ついうっかり」とか「資金繰りの都

合」といった理由から、期限内に納付されない場

合が、ままあるようです。

意外に高くつく「ついうっかり」

ところで 「ついうっかり」や「資金繰りの都合」

といったことで、納期限に遅れると不納加算税や

延滞税といった余分な税金を負担する羽目になり

ます。 しかも、加算税や延滞税は法人の経費にな

りませんのでその分、更に法人税や地方税を余分

に負担することになります。

「ついうっかり 」で20万円の源泉税の納付が

半年遅れた場合の例

〔余分に負担する税金」

①不納付加算税

②延帯税

③法人税(はね返り分)

④法人住民税(はね返り分)

20，000円

700円

(約)6，000円

(約)1，200円

⑤法人事業税 ( は ね 返 り 分 約 )2，000円

計 29，900円

(年間所得約500万円の法人の例)

期限内納付は節税対策の第一歩/

(社)町田法人会では、現在「期限内納付は節

税対策の第一歩」をキ ャッチフレーズに、源泉税

の期限内納付励行キャンペーンを展開中です。

，Z ご出，芯>->>>lニエ>>>>>->>>>>->>ぷ-ス，二...."，...，...惜H扮扮→.>>))-)惜H跡が扮鯵参考踊H掛')-))長邦一掛持制》ザ掛H掛 H叫》今抽H跡')-))掛.. "怜梯》制妙ー掛衿梯扮骨骨梯骨神掛今劫衿今跡持跡H掛>->>>>>→扮命令

申告書へ令シール、をお貼り下さい/
法人税の確定申告書を提出される場合

本会報に(社)町田法人会のシールを印刷してお手前ニへお届けしますので、お手数でも、切り

とり、確定申告書に貼って税務署にこ'提出下さい。

このシールを切り取って

確定申告書にお貼り下さい。

脳血盟理軍理霊童翠ヨ

脳血誼温::1--冨

随IDJw::1理署零彊ヨ

J. 0301-0101 

防IDJw::If.. 翠翠ヨ
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(その 3) 役員さんのご紹介地区会

巻の区山
U

4
』オヒ田回T

(各地区順を追って毎号にてご紹介致 します)

置し、第一支部の旭川ーには町田郵便局と市立町田

市民病院があり特に当該地区の中小工業関係の企

業はこの地域に集中し、第二支部の玉川学園には

昭和 4年創立された玉川学園大学があり、本町田

南大谷、玉川学園にはとりわけ大企業は所在せず

小企業が点在するのみにてその殆んどが商庖街と

住宅地によ って型成されている地域です。

町田北地区は、旭町 1-3丁目と本町田を併せ

て第一支部、 玉川学園 1-8丁目と新設された東

玉川学園と南大谷を併せて第二支部としてこの二

支部より編成され、 JIIT田北地区全域は小田急線、

町田駅と玉川学園前駅を結んだ西北に住置して、

東北は鶴川地区に、西南は中JIIT、森野に、西北は

忠生に東南は横浜市と南地区の一部に隣接して位

第 1 支部長

(術芝田製作所

芝田泰

旭町 1-24-3 

町田北地区副会長

富 士印刷附

秋元 馨

玉川学園5-3-28

町田北地区会長

側古関商庖

古関隆 幸

玉川学園2-21-5

161 6 2 8 3 3 2 1 4 2 803 2 3 2 

会員加入率65.3%会員加入率65.2%

大
人
以
ご
注
意
下
さ
い

育
大

最
近
、
会
社
を
訪
問
し
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・
法
人
会
と
は
全
く
関
係
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

税
務
署
職
員
と
名
乗

っ
て
電
話
で
会

社
の
経
営
内
容
を
聞
き
だ
す
と
い

っ
た

こ
と
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

少
し
で
も

「
ご
不
審
な
点
」
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
税
務
署
ま
た
は
法
人
会
へ

い
ト
陸
陥
打
作
い

γ
I
1
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町

田

税

務
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(

犯

)
7
2
1

1
へ

(
社
)
町
田
法
人
会
(
出
)
2
4
5
3

第 2 支部長

附電功合

尾辻 )1宇

玉川学園2-6-6

2 6 777 1 

一一 7一一

、-ー
会員加入率65.0%



下半期実施計画表57年度税法説明会

決算期法人税法説明会

月 日 曜 講 師

10 21 木 女~ 吉日 泰 弘

11 25 木 林 進

12 16 木 横 内 喜 代 美

21 木 itE '日ロー 俊 夫

2 10 木 長 111奇 真 人

3 25 木 飯 島 賢

新設 法人税法説明会

月 日 11程 一長1'; 自jji

10 13 * 西 田 幸、 、

11 9 火 松 沢 太 平

12 13 火 野 千 秋

l 18 火 武 升二 克 己

2 8 火 ヲ| l到 徹

3 21 火 広 島 昇

各国町田F財奇署会議室

4時 講師東京税理士会町田支部会員

新設 ・決算期共

午後 l時30分 ~

会場

時間

署

所

会

務

役

人

税

市

法

回

国

田

T

J

T

J

T

J

 

m凶
悶

嗣

悶

凶

/
t
l
'
}h
E
E『
E

，J
、B

E
E
E
E
E
E
E
l

、、

士主

催

年末調整事務等に

関する説明会計画表

会場

町田市役所特別会議室

曜

月

水

開催時間は各会場共

開始午後 1時30分一

11 

日

29 

1 

月

11 

12 

会場

町田市役所特別会議室

八千代信用金庫南slJ田支庖

忠生市民セ ンタ ー

横浜銀行鶴川支庖

曜

月

水

木

金

日

22 

25 

24 

月

11 

11 

11 

4時26 11 

移動相談日のお知らせ

-相談は匿名で もかまいません

あなたの身になって

ご相談をお受けします

東京国税局税務相談室 03(216) 0511 

税金の相談は

お気軽に

8-

(28) 7211 

国税局税務相談室

八 王子分室 (八王子税務署)か ら

相談官が出張相談 /

。会 場町田税務署相談室

。相談日毎月 第 3週木曜日

食当面の相談目 安

10月21日(柑 午前 9時から

11月18日(刻

12月16臼附

11 

11 



.. 

.. 

「
二法人の税務二の配本について

会員の皆様の企業経営の参考にして項くために

10月より 32ページ前後の月刊誌を無料にて会員の

皆様にご送付致しますので経営面のご参考にぜひ

ご活用下さい。

=三法連31回通常総会=盛会裡に終わる

三多摩法人会連合会(東法連第 6ブロック)の

通常総会が、(社)町田法人会の担当にて、 8月12

日午後 2時より 御殿山日本閣にて 第一部総会、

第二部記念講演ホ貿易摩擦は再燃するか山と題し

て 参議院議員鳩山威一郎先生の講演が約 1時

間にわたって行われた。第三部は日本閣のサマー

フェスティパルの時間帯に合わせミクロネシャシ

ョーを観賞しながら懇親会が開催された。

ご出席者は 町田、八王子、立川、東村山、武

蔵野、武蔵府中、青梅の各税務署の署長、副署長、

法人部門第一統括官殿の21名をはじめ三法連関係

ト
信

女東法連婦人講座に参加

昭和昨年 7月9日働・ 10日出

東法連の婦人部会講座が栃木県那須ロイヤルホ

テルにおいて開催され町田法人会婦人部会から

は 提部会長と中島副部会長が出席した。

第一講座講師経済評論家藤田勝也氏による

い内憂外患を読む眠、聞く耳、、のテーマにて 国

家財政はまさに非常事態である。そして大型一般

消費税へ進んでいる、経営は自分の特徴を生かす

ことそして世の中の進歩に遅れてはならない等…

最後に女らしさを発揮して欲しいと結ばれた。

第二講座 、幸せを招く人間関係w と題して

-9  

法人会役員を合わせ100数名のご出席を項だき、

盛大裡に開催されました。

昭和58年度税制改正要望全国大会開催される

全国84万法人会員の総決起.グ

と き:11百和57年 9月17日幽

午後 3時10分開会

ところ:東京九段下・九段会館1階ホール

スローガン O増税なき財政再建を貫け.'

O中小企業の承継を容易にする税制を制定せ

よ.1 @取引相場のない株式の評価方法を改

善せよ.' @中小法人税法を制定せよ.' @ 

所得税の累進税率はもっとなだらかに.' @ 

固定資産税の評価方法を改善せよ f

主催:財t，tl法人全国法人会総連合

以上によって 税制改正要望全国大会が開催さ

れ大会の前段階にて 大蔵大臣渡辺美智雄氏

の 1時間にわたっての記念講演が行われ 当会

よりは三橋会長はじめ 8名の役員その他が出席し

た。

日だよ二
主婦と生活社 常務取締役編集本部長清原美弥

子さんの現在の荒々しい時代の中で、どうしたら

いいのか、子供を育てることの心構え そして父

権の弱い家庭になりつ冶あるのでお父さんをたて、

生きる知恵をもって生きてほしい との講演があ

って 非常に有意義な講座内容であった。

女婦人部会第 1回見学研修会

昭和57年 7月23日幽 コース 青梅~古川記念

館-)11合玉堂記念館~沢乃井酒造工場~沢之井ノぜ

ーベキュー。

町田法人会本部よりは石井・鈴木両副会長、町

田税務署よりは 新任の荒巻署長、法人部門より



沢之井酒造工場へ到着し工場の係員の案内で見学

終ってバーベキューで懇談会 にぎやかな懇談

のうちに帰途につき 無事第 1回の研修会を終る。

大第 2回見学研修会予定

昭和57年10月6日(水)

日産自動車鮒座間工場見学研修会

ふるさとにて懇談会側ノリタケ ・

カンパニー・リミテッドの見学研修を予定

座間工場、

百々第一統括官と真龍指導官が同行 大同生命よ

り藤本営業所長が参加総数40数名が大型パスにて

一→車中にて真髄指導官による税についての質経

応答、大同生命の大型保障制度についての説明を

聞きながら 一路青梅へ…...吉川英治記念館では

亡き英治を偲ぴ川合玉堂記念館にては玉堂の絵

画を鑑賞 しばし深かい感めいを受け 夏の日を

あびながら多摩川添いを閑談しながらハイキング

途中足弱なご婦人に手をかされた若き署長さんの

姿 等々税務署と納税者のなごやか きのうちに

沢
之
井
酒
造
工
場
に
て
係
員
の
説
明
を
聞
く

部
会
員
と
署
長
さ
ん
(
右
よ
り
三
番
目
)

こ
れ
は
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
多
く
る

み
ら
れ
た
税
金
で
す
。

引

き

ん

一

r
'

王
は
花
婿
よ
り
先
に
花
嫁
と
同
会
す

山口

る
権
利
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
花
婿
が

の
方
で
は
、
王
に
『
自
分
の
花
嫁
に
初

明

夜
権
を
行
使
す
る
の
は
ど
う
か
勘
弁
し

枕

て
も
ら
い
た
い
。
そ
こ
で
、
恐
れ
な
が
あ

ら

』

と

差

し

上

げ

た

税

金

が

処

齢

女
税
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

ぬ

こ
の
処
女
税
が
ど
の
く
ら
い
の
金
額

だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
花
嫁
の
お
尻
が

ス
ッ
ポ
リ
は
い
る
だ
け
の
鍋
、
あ
る
い

は
同
じ
大
き
さ
の
チ
1
ズ
だ
っ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
国
の
税
金
や
、
普
の
税
金
を
知
る

の
も
面
白
い
も
の
で
す
。
日
月
日
目
か

ら
げ
日
ま
で
「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。
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処

女

税

税
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド



新 ~ 
~ 員 の -.，. 

‘・・・ 紹 介 自57.6. 1 
至57.9. 15 

法人 名|代表者名|所 在 地 業 種 電話

側ピックファイブ|堀井 寛|原町田 1一15-18 ぶ美五示品妥ーツ用品 129-5 5 4 4 

太陽警備保障鮒|村上正一" 2 -23一 1 警備業 128-6 6 6 1 

鮒エ ー ス|中村 昇" 4 -10ー21 テニスショップ 122-5 8 5 7 

鮒 A D スポーツ|沼田 俊" 6-9-19 スポーツ用品 129-2 1 3 3 

樹ジャンポ商事|石井ヨシ" 6 -10-10 遊技場 I 28-4 7 2 6 

多 摩 日 善糊|岡本 県|中町 1-30一喜弁ピル|着付学院 123-5 4 6 4 

町田野村ホーム鮒 1:塚田亮三 I11 3一 1一11 住宅販売 128一 0411 

(骨小沢工業所|小原沢正次 I" 3 -23-19 水道工事 123-3877-8 

帰カナデアンウッドハウス|入国 徳進 I" 4 -4 -12 別荘建築 103-418-3807 

和 幸食 品鮒|大山博司|森野 2-6 -19-302 I調味料開発製造却 123-6 9 3 6 

欄大 総|田所今代 I" 2 -26一 7 不動産業 126一 7260 

陶三芯機械設計事務所|三石 利晴 I" 6 -395-1 設計(機械)製図 129-5 5 6 5 

..揃オガタ京浜サービス|木村 清|本町田1464 工業用ロポット販売 123一 70 3 3 

鮒畠山工務底| 畠山真夫" 2342-8 一般建築 125-3 3 6 0 

筑紫設備土木鮒|伊東靖生|玉川学園 5-16-2 管工事 132-9 2 7 8 

揃ミドリ電機工業|宮沢松二|金森 1-21-9 プレス加工 122-8 6 0 1 

帰服部電子工業|服部輝夫 I" 1182 電子工業 196-2 4 1 3 

日比野産業側|日比野慎一郎 I" 1349 電子機器の製造

揃エースシステムサービス|新里 清宏 I" 1728 第二竹風荘|事務機器の保守点検 196-8 3 2 8 

側三愛不動産|黒 沢 隆|つくし野 1-24-10 I不動産業 196-5 8 8 6 

(布樹 里 衣|小林真由美" 1 -28-1 婦人服の販売 196-2 5 7 6 

鮒暖海荘東名飯底|西島定司|鶴間1685-2 飲食業 195-6 4 2 2 

日隆建設備|戸田 一 隆 I" 688 建築 195-2 7 8 7 

(布マルキ木材建業|多田 昌晃|成瀬842-42 木材販売内装工事 196-9 8 2 5 

備コスモエンタープライズ|上田 清照 I" 3068-16 

陶高部鉄筋工業所|高部 操|金井町314-1

陶アドパンス|浅井 康雅 |野 津田 町803

陶伸和運送|水留 潔|小野路町1360-1
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会員の皆様におねがい.グ

(社)町団法人会 では 新し い会員名簿の発刊 を10月末頃を 目途に企画中ですので 56年 1

月末現在にて発行の 会員名簿のうち下記項目に変更がありま したら 早急 に法人会事務局電話

(26) 2 4 5 3にお知 らせ下さるようお願い致します。

1. 法人名 2. 代表者名 3.所在地 4. 業種 5. 電話番号

交電話番号については 最近局番の変更が多いので ご留意下さい。

女公社、公団等については 団地名 ・号棟 ・室番 等詳しくお知らせ下さしミ。

従業LJ.の布市平IJI'lソ1:をはかつて勤'jj怠iixをt.:かめ

人材をfi'#d~して~'1Ç1'0)'ムコl::U記長をはかることを11(1りとした;H1J1iで、記

1-=1の|制|度!の|す|ぐ|れ|た|特|色|
合働金はT人月額16，000円まで全額演金(必要経費)で経理できます。

食将来支払うべき多額の退臓金を月々わずかの艶金で計画的に準備できます。

合従業員の定着とその安定を計り、企業の発展に役立ちます。

H島金は1口1，000円から重量高16口16.000円まで。

1 複共済者の過去勤務期間を通算することにより、さらに充実した退職金制度ガ確立できます。

2 この取扱い|こよる慰金(過去勤務総金)は全額ガ演金まだは必要経費に計主できます。

お問い合わせは

(財)東法違特定週麗盆共済会

干 160 東京都新宿区坂町13~ 4・全法違会館内

電話(03)281~ 0978 

取扱会社

大同生命保陵相E会社

東京都町田市称~f-l ー 19-14モリピル

TEL 0427 (22) 5 7 5 6 

編集後 記

本号は町田税務署の幹部異動の記事を中心に編集いたしました。

・招ねかざ る客といいますか、今年は 8月、 9月にわた っての台風の来襲、被害 を受けられた方々には

衷心よりお見舞申し上げます。

・表紙の題字につい ては西川前署長より荒巻新署長に、バトンタ ッチをして項きまし た版画の題字、荒

巻署長さんのお人柄がうかがわれ税務署がわれわれ会員に益々身近かに親しみ易く感じられます。

• 7月12日付にで町田税務署の幹部の方々の異動が発令になり荒巻署長はじめ塩井副署長、法人部門百

々第一統括官、各位殿をお迎え致 しまし た。

当会にては税法説明会等の会場を税務署会議室を利用させて項き皆様と税務署幹部殿とお逢いする機

会を設けますのでご都合をつけてぜひご出席下さ るようお勧めいたします。

- 12 -
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「生命保険料の税務処理」

生命保険には、万ーの場合の保障だけのものと貯蓄の性格を合せ持ったものとがあります。法人の支

払う保険料については、「保険の種類」、「契約の仕方」で、税務上の処理が異なります。税務処理について

は、下記の表のとおりとなります。

イ.護老保険の場合(基通 9-3-4) 別表 1

保険金受取人
主契約保険料 特約保険料 契約者配当

死亡保険金 生存保険金

法 人 資産計上 損金算入 資産計上額から控除できる

従業員の遺族 従業員 給 与

~...資産計上 損金算入。ただし、

~…損金算入。ただ 役員等のみを被保険
益 金 算 入

従業員の遺族 法 人 し、役員等のみ 者とする場合には給

を被保険者とす 与

る場合には給与

「養老保険」とは、被保険者が死亡した場合に保険金が支払われるほか、保険期間の満了時に被保険者が生存してい

る場合にも、いわゆる満期保険金が支払われる ζ ととなっている生命保険(生死混介保険)をいう。

ロ.定期保険の場合(基通 9-3-5)

死亡保険金の受取人| 主契約保険料

法 人|損金

特約保険料

算入
益金算入

。
&帰

一
当

口

寄

付

-

可

F
U

-

高

間
M

-
者

一
約

一
契

従業員の遺族|損金算入。ただし、役員等のみを被保険者とする場合には給与

「定期保険」とは、一定期間内に被保険者が死亡した場合にのみ保険金が支在、われる生命保険(死亡保険)をいう。

ハ.定期付養老保険の場合(基通9-3-6) 別表3

保険金の受取人 主 契 約 イ呆 険 料
区 分

金生存
特約保険料 契約者配当

死亡保険 保険金 養老保険部分 定期保険部分

法 人 資 産 言十 上 損 金 算 入

従業員の遺族 従業員 給 与

保険料が区 ~...資産計上
損金算入。ただし、役員等分されてい

五…損金算入。ただ
益 金 算 入

のみを被保険者とする場合
る場合

従業員の遺族 法人 し、役員等のみ
には給与

を被保険者とす

る場合には給与

法 人 資 産 5十 上
資産計上額から
控除できる.

保険料が区 従業員の遺族 従業員 給 与

分されてい ~...資産計上
ない場合

従業員の遺族 法人 ~…損金算入。ただし、役員等のみを被保険者と
益金算入

する場合には給与

「定期付養老保険」とは、養老保険に定期保険を付したものをいう。

-13-
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ミ
ス
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逆
転
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け
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あ
の

1
敗
は
痛
か
っ
た
ナ
。

勝
ち
も
あ
れ
、
ば
負
げ
も
あ
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
。

戦

hbhuた
あ
と
は
、
カ
ラ
ツ
と
笑
顔
で
語
れ
ま
す
。

し
か
し
、
企
業
経
営
て
守
り
の
ミ
ス
」
で
敗
れ
た
ら
:
。

想
像
や
仮
定
す
ら
も
許
き
れ
な
に
恐
4

か
し
い
夢
想
で
す
。

力
強
い
守
り
の
要
と
し
て

法
人
会
が
会
員
企
業
の
永
続
と
発
展
の

た
め
に
、
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
を

創
設
し
て
、
す
で
に
日
年
。

「万

一L

の
事
態
に
も
経
営
共
土
盤
を
守
り

ぬ
く
力
強
い
備
え
と
し
て
、
多
数
の
会
員

企
業
の
皆
様
に
《安
心
》を
お
届
け
し
て
き

ま
し
た
。

m年
目
の
守
備
固
め

ー
ー
自
動
更
新
制
度

経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
の
保
障
期

聞
は
叩
年
。

つ
ま
り
、
ご
契
約
後
叩
年
た
つ
と
契
約
が

切
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
が
こ
の
制
度

は
便
利
な
自
動
更
新
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し

て
お
り
、
保
障
期
聞
が
満
了
し
て
も
、
ご

契
約
者
か
ら
特
に

「
N
O
/
L
の
意
思
表

示
が
な
い
限
り
自
動
的
に
契
約
が
更
新
さ

れ
、
新
し
い
叩
年
の
保
障
期
聞
が
ス
タ
ー

卜
す
る
も
の
で
す
。
(
通
算
初
年
)

簡
単
・
有
利
あ
な
た
は

サ
イ
ン
を
出
す
だ
け

「
も
し
契
約
更
新
時
に
病
気
だ
っ
た
ら

更
新
は
ダ
メ
だ
ろ
う
」
||
そ
ん
な
ふ
う

に
思
い
込
ん
で
い
る
方
が
あ

っ
た
と
し
た

ら
、
全
く
無
用
の
心
配
で
す
。
更
新
時
に

ご
加
入
者
が
ど
の
よ
う
な
健
康
状
態
で
あ

っ
て
も
、
健
康
診
断
な
し
に
保
障
が
継
続

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
大
変
有
利

で
す
。ま

た
年
齢
的
に
も
、
更
新
時
の
ご
年
齢

が
満
叩
歳
6
ヶ
月
以
下
な
ら
更
新
で
き
ま

す
の
で
、
最
長
剖
歳
ま
で
、
こ
の
保
障
制

度
が
活
用
で
き
る
わ
け
で
す
。

更
新
手
続
き
は
、
更
新
日
の

3
ヵ
月
前

に
制
度
推
進
員
が
お
届
け
す
る
《
更
新
申

込
書
》
に
確
認
印
を
い
た
だ
く
だ
け
。
過

去
叩
年
聞
の
ご
無
事
と
ご
健
康
に
油
断
せ

ず
、
期
間
内
に
確
実
に
手
続
き
を
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。

(
注
)
ご
契
約
時
に
保
険
料
の
割
増
し
な
ど
、
特

別
な
条
件
の
つ
い
た
方
は
、
更
新
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

よ
り
確
か
な
守

D
の
た
め
に

叩
年
前
の
ご
契
約
時
に
は
充
分
だ

っ
た

保
障
額
も
、
物
価
上
昇
や
企
業
の
成
長
な

ど
に
よ
り
「
実
質
目
減
り
L

し
て
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。
よ
り
確
か
な
守
り
の
た
め

に
は
、
叩
年
先
を
見
越
し
た
保
障
額
の
見

直
し
も
必
要
で
す
。

野
球
で
、
勝
利
を
よ
り
確
実
に
す
る
た

め
の
追
加
点
を

「だ
め
押
し
」
と
い
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
本
場
ア
メ
リ
カ
の
用
語
で

い
う
と
〉

g
c円
告
の
め
(
保
険
の
意
味
)
|

ま
さ
に
ピ

ッ
タ
り
の
成
広
見
で
す
。

更
新
時
に
保
障
額
の
増
額
を
ご
希
望
の

方
に
は
、
「
更
新
増
額
設
計
書
」
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。


